
分子生命科学１（2019/7/5） 
今日のトピック：ミジンコの生態発生学 

前回のクイズの答え：⑤、⑧ 



重要情報！！ 

今後の予定 

上の表は３種の昆虫の翅の長さと飼育温
度の関係を調べた結果です。 

低←温度→高 

長
↑
翅
長
↓
短 

ア 
イ 

ウ 

21℃ 22℃ 23℃ 24℃ 25℃ 
種① 9 9 10 18 21 
種② 8 8 8 8 8 
種③ 15 17 19 21 23 

それぞれの温度で飼育した時の翅の長さ（mm） 

Q１　種①～③のリアクションノームが
どのようになるか、左図のア～ウからそ
れぞれ選びなさい。 

Q２　種①～③から表現型可塑性を示す
種を全て選びなさい。 

クイズ 

表現型可塑性の例をひとつ挙げ、それが 
・なぜ進化したのか（究極要因） 
・どのようにして制御されているのか（至近要因） 
について考察してください。 
（A4一枚程度） 

レポート課題 

〆切：7/12（金）16:00 
提出先：ゲノミクス研究棟・バイオ事務室 

【分子生命科学Ⅰ】 
7月12日  第13回  放射線・法律     松田 
7月19日  第14回  植物のストレス分子応答   岡本 
7月26日  第15回  植物分子育種     岡本 

環境でトゲの 
長さが変化 

環境A 環境B 

環境によらず 
トゲが短い 

環境A 環境B 

環境によらず 
トゲが長い 

環境A 環境B 

リアクションノーム 

表
現
型 

環境A 環境B 

ある遺伝子型がもたらす環境と表現型の関係性 
（リアクションノームの違い≒遺伝的な違い） 

アンケートに回答 
お願いします 


